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７
月
の
参
院
選
後
で
初
め
て
の
論
戦
の
場
と
な
る
第
２
０
０
臨
時
国
会
が
10

月
４
日
召
集
さ
れ
た
。
会
期
は
12
月
９
日
ま
で
の
67
日
間
で
、
政
府
は
法
案
15

本
と
日
米
貿
易
協
定
の
承
認
案
な
ど
提
出
す
る
と
し
て
い
る
。

　

自
民
党
は
改
憲
手
続
を
定
め
た
国
民
投
票
法
改
正
案
を
「
何
と
し
て
も
今
国

会
で
成
立
を
」（
森
山
裕・国
対
委
員
長
）と
意
気
込
み
、
憲
法
改
正
論
議
の
本
格

化
を
狙
っ
て
い
る
。
自
民
党
は
同
時
に
、
９
条
へ
の
自
衛
隊
の
明
記
な
ど
党
改
憲

条
文
案
を
衆
参
憲
法
審
査
会
に
提
示
し
、
改
憲
の
中
身
の
議
論
を
始
め
た
い
考

え
だ
。

　
一
方
、
４
党
派
が
会
派
を
合
流
し
た
野
党
は
、
関
西
電
力
役
員
ら
の
金
品
受

領
問
題
を
受
け
、「
憲
法
よ
り
も
関
電
」（
立
憲
民
主
党・安
住
淳
国
対
委
員
長
）

と
実
態
解
明
を
最
優
先
し
対
決
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。

　

安
倍
首
相
は
４
日
、
衆
参
両
院
の
本
会
議
で
所
信
表
明
演
説
を
行
い
、
改
憲

に
つ
い
て
「
令
和
の
時
代
に
日
本
が
ど
の
よ
う
な
国
を
目
指
す
の
か
。
そ
の
理
想

を
議
論
す
べ
き
場
こ
そ
憲
法
審
査
会
で
は
な
い
か
。
国
会
議
員
が
し
っ
か
り
議
論

し
、
国
民
へ
の
責
任
を
果
た
そ
う
」
と
改
憲
議
論
を
呼
び
掛
け
て
、
演
説
を
締

め
く
く
っ
た
。

　

参
院
選
で
改
憲
勢
力
が
３
分
の
２

を
割
り
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
ソ
フ

ト
路
線
で
の
演
説
に
な
っ
た
が
、
安
倍

首
相
は
決
し
て
改
憲
を
諦
め
て
は
い

な
い
。
今
後
の
主
な
政
治
日
程
に
も

あ
る
よ
う
に
、
自
民
党
総
裁
任
期
満

了
の
２
０
２
１
年
９
月
ま
で
に
何
と
し

て
も
改
憲
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

　

私
た
ち
は
、
立
憲
野
党
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
人
々
と
連
帯
し
て
、
平
和・

人
権・民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
、
憲

法
改
悪
に
反
対
し
続
け
よ
う
。

 憲法改悪を許すな！ 第200臨時国会が召集される！

臨時国会の主な
論戦テーマ

●「あいちトリエンナーレ」への
補助金不交付

●かんぽ報道をめぐるＮＨＫ番
組の続編見送り問題

●関西電力役員らの金品受領問題
●台風15号への政府の初動対応
●日米貿易協定の承認
●国民投票法改正案と憲法改正

を巡る憲法審査会の議論
●消費税率10％への引き上げ
●関係悪化が続く日韓関係
●ロシアとの北方領土問題
●内閣改造による新閣僚の資質

など
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「さようなら原発全国集会」に約8,000名の市民、労働者が結集！

 戦争法の強行採決から４年！市民と野党の共闘で廃止までたたかおう！

　

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
８
年
半
が
経
過
し
た
９
月
16
日
、「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」

一
千
万
署
名
市
民
の
会
主
催
の
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会
」
が
東
京
都
代
々
木
公

園
で
開
催
さ
れ
た
。
集
会
に
は
全
国
か
ら
約 
８
、０
０
０ 

名
の
市
民
、
労
働
者
が
結
集

し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
１
５
０
名
の
組
合
員
・
家
族
が
参
加
、
原
発
再
稼
働
や
辺
野
古
新

基
地
建
設
に
反
対
の
声
を
上
げ
た
。

　

集
会
で
は
、
呼
び
か
け
人
の
落
合
恵
子
さ
ん
が
「
ど
ん
な
社
会
に
し
て
い
く
の
か
?! 

大
人
た
ち
の
責
任
が
問
わ
れ
る
。
あ
き
ら
め
ず
前
に
進
み
続
け
よ
う
」
と
訴
え
、
澤
地

久
枝
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
、
フ
ク
シ
マ
か
ら
①
福
島
原
発
事
故
刑
事
告
訴
支
援
団
の
地
脇
美
和
さ
ん

が
、
東
京
電
力
旧
経
営
陣
の
裁
判
で
の
証
言
や
遺
族
の
証
言
な
ど
を
報
告
、
②
「
避
難

の
協
同
セ
ン
タ
ー
」
の
村
田
弘
さ
ん
と
熊
本
美
彌
子
さ
ん
か
ら
、
国
や
自
治
体
が
支
援

を
打
ち
切
り
原
発
事
故
そ
の
も
の
を
消
そ
う
と
し
て
い
る
現
状
を
報
告
、
③
飯
館
村
焼

却
場
被
曝
労
働
裁
判
原
告
の
と・

・も
さ
ん
か
ら
裁
判
闘
争
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
東
海
第
二
原
発
運
転
差
止
訴
訟
原
告
団
事
務
局
の
木
本
さ
ゆ
り
さ
ん
や
原

発
ゼ
ロ
基
本
法
案
の
成
立
を
め
ざ
す
立
憲
民
主
党
の
山
崎
誠
衆
議
院
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
し
た
。

　

連
帯
あ
い
さ
つ
で
は
、
高
校
生
１
万
人
署
名
活
動
の
代
表
者
や
「
止
め
よ
う
！
辺
野

古
埋
立
て
」
国
会
包
囲
実
行
委
員
会
の
木
村
辰
彦
さ
ん
、
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す

な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
の
福
山
真
劫
共
同
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

福
山
さ
ん
は
「
安
倍
再
改
造
内
閣
は
極
右
、
原
発
推
進
、
福
島
切
り
捨
て
、
沖
縄
新
基

地
建
設
強
行
の
内
閣
だ
。
み
ん
な
の
力
で
退
陣
に
追
い
込
も
う
！
」
と
訴
え
た
。

　

最
後
に
、
呼
び
か
け
人
で
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
が
「
人
間
の
尊
厳
を
壊
す

原
発
と
人
間
は
共
存
で
き
な
い
。
原
発
の
な
い
社
会
を
め
ざ
そ
う
」
と
訴
え
、
集
会
終

了
後
に
デ
モ
行
進
し
た
。

　

他
国
を
武
力
で
守
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
こ
と
を

柱
と
し
た
戦
争
法
（
安
保
関
連
法
）
が
成
立
し
て
４
年
を
迎
え
た
９
月

19
日
、
国
会
議
員
会
館
前
を
中
心
に
戦
争
法
の
廃
止
を
訴
え
る
集
会

が
開
催
さ
れ
、
市
民
や
労
働
者
ら
約
３
、０
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
で
あ
る
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
の
小
田
川
義
和
共
同

代
表
は
、「
４
年
前
、
国
会
の
数
の
暴
挙
で
強
行
採
決
さ
れ
た
。
こ
の

悔
し
さ
を
忘
れ
な
い
。
安
倍
政
権
を
打
倒
す
る
た
た
か
い
を
さ
ら
に
広

げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
野
党
各
党
の
代
表
が
連
帯
の
挨
拶
を
し
、「
憲
法
違
反
の
法

律
を
な
ぜ
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」「
今
回
の
内
閣
改
造
は

お
友
だ
ち
改
憲
内
閣
だ
。
野
党
と
市
民
の
力
で
安
倍
首
相
が
目
指
す

憲
法
９
条
の
改
憲
を
阻
止
し
よ
う
」
な
ど
と
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
市
民

の
代
表
者
と
し
て
日
本
体
育
大
学
・
清
水
雅
彦
教
授
は
、「
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
声
を
上
げ
、
次
の
選
挙
で
安
倍
政
権
を
終
わ
ら
せ
よ
う
」
と

訴
え
た
。

　

こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
総
連
は
在
京
単
組
の
仲
間
を
中
心
に
毎
月
19
日
に

開
催
さ
れ
る
集
会
に
参
加
し
続
け
て
き
た
。
そ
の
回
数
は
、
４
年
間
で

48
回
に
も
及
び
、
集
ま
っ
た
労
働
者
や
市
民
の
安
保
法
＝
戦
争
法
の
廃

止
を
求
め
る
声
や
、
憲
法
９
条
の
改
悪
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
の
輪
は

広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

集
会
で
は
、
こ
の
19
日
行
動
で
培
っ
て
き
た
野
党
と
市
民
の
共
闘
を

さ
ら
に
拡
大
し
、
安
保
法
＝
戦
争
法
の
廃
止
に
向
け
て
、
諦
め
る
こ
と

な
く
た
た
か
い
を
継
続
す
る
こ
と
を
参
加
者
全
員
で
確
認
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
今
後
も
す
べ
て
の
戦
争
政
策
に
反
対
し
、
安
倍
首

相
が
目
指
す
憲
法
９
条
の
改
悪
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
４
年
前
の
悔
し

さ
を
忘
れ
ず
多
く
の
労
働
者
や
市
民
と
と
も
に
反
対
の
声
を
上
げ
た

た
か
い
抜
く
。
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 新生ＪＲ東労組を批判する『真実の目』は組織破壊攻撃であると確認！

「ＪＲ東労組への組織破壊は許さない！」ＪＲ総連ＯＢ連絡会拡大幹事会開催！

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
中
央
本
部
が
「
指
令
７
号
」（
８
月
22
日
）
で
、
組
織
破
壊
攻
撃
で
あ
る

『
真
実
の
声
』
の
閉
鎖
を
求
め
て
き
た
結
果
、
８
月
24
日
に
は
『
真
実
の
声
』
が
閉
鎖
さ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
９
月
13
日
付
で
『
真
実
の
目
』
な
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
ア
ッ
プ
（
実
際
に
は
９
月
14
日
）
さ
れ
て
い
る
の
が
判
明
し
た
。

　

そ
の
『
真
実
の
目
』
の
【
真
実
の
目
と
は
】
と
い
う
項
目
に
は
、〔
閉
鎖
さ
れ
た
「
真
実

の
声
」
は
、
…
〕
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、『
真
実
の
声
』
を
継
承
す

る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
正
常
な
Ｊ
Ｒ
東
日
本
労
使
へ
戻
す
た
め
に
真
実
を
見
抜
く
目
で
発
信
し
ま
す
」

と
い
う
リ
ー
ド
に
続
い
て
、〔
こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
労
働
運
動
を
愚
直
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
…
〕
と
あ
る
よ
う
に
、
主
語
が
Ｊ
Ｒ
東
労
組
と
な
っ
て
お
り
、
内
部
か
ら
の

組
織
破
壊
攻
撃
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

第
２
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
は
、〔
…
自
称
「
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労
組
」
な
る
組
織
は
、
…
〕
と
し

て
、
明
ら
か
に
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
批
判
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
組
織
破

壊
集
団
で
あ
る
。

　

第
５
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
は
、〔
…
「
生
産
性
向
上
」
を
声
高
に
謳
う
会
社
の
た
め
に
存
在

す
る
組
織
で
あ
る
の
は
、
も
は
や
疑
う
余
地
も
な
い
真
実
で
す
〕
と
し
、
第
６
パ
ラ
グ
ラ

フ
で
〔
…
誰
か
の
誹
謗
中
傷
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
〕
と
し
つ
つ
も
、
御
用
組
合
で
あ
る

か
の
よ
う
に
Ｊ
Ｒ
東
労
組
組
織
を
罵
倒
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ペ
ー
ジ
下
に
は
［
真
実
を
見
抜
く
目
を
養
う
実
行
委
員
会
］
と
あ
る
よ
う

に
、
実
行
委
員
会
と
い
う
組
織
破
壊
の
組
織
を
立
ち
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・

Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
対
す
る
組
織
破
壊
を
意
図
し
た
攻
撃
は
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
９
月
18
日
に
開
催
し
た
第
４
回
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、『
真
実
の
目
』

に
つ
い
て
は
『
真
実
の
声
』
と
同
根
（
同
質
）
の
も
の
で
あ
り
、「
組
織
破
壊
攻
撃
で
あ

る
」
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連

は
、
こ
れ
か
ら

も
新
生
Ｊ
Ｒ
東

労
組
へ
の
組
織

破
壊
攻
撃
を

許
さ
ず
、
さ
ら

に
団
結
を
強
化

し
て
、「
抵
抗

と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
」
を
基
底

に
、
あ
ら
ゆ
る

課
題
に
果
敢
に

た
た
か
っ
て
い

く
も
の
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
は
、
10
月
４
日
、
目
黒
さ
つ
き
ビ
ル
会
議

室
に
お
い
て
２
０
１
９
年
度
拡
大
幹
事
会
を
開
催
し
た
。
は
じ
め
て

の
日
帰
り
開
催
と
な
っ
た
今
拡
大
幹
事
会
に
は
、
各
単
組
Ｏ
Ｂ
会
の

代
表
者
と
各
単
組
の
Ｏ
Ｂ
担
当
者
、
総
勢
28
名
が
参
加
し
た
。

　

奥
山
会
長
は
冒
頭
、「
会
長
に
な
っ
て
１
年
が
経
過
し
た
が
、
こ

の
場
で
ま
た
皆
さ
ん
の
元
気
な
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
１
年
拡
大
幹
事
会
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
議

論
し
て
き
た
。
各
単
組
、
各
地
区
で
の
独
自
の
活
動
は
継
続
し
て
い

く
。
そ
れ
が
各
単
組
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
強
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

下
支
え
に
な
っ
て
い
る
。
自
信
を
も
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、『
真
実
の
声
』
の
発
信
者
が
は
っ
き
り
し
た
。
組
織
破
壊
に
加

担
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
と
し
て
看
過
で
き
な
い
と
い

う
立
場
で
望
ん
で
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
総
連
を
代
表
し
て
榎
本
委
員
長
よ
り
情
勢
を
含

め
た
問
題
提
起
が
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
１
年
間
の
経
過
報
告
と
来
年
以
降
の
拡
大
幹
事
会

等
に
対
す
る
考
え
方
、
核
兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万
署
名
の
取
り
組

み
と
各
都
道
府
県
退
職
者
連
合
へ
の
加
盟
状
況
調
査
に
つ
い
て
提
起

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
た
た
か
い
の
報
告
と
し
て
、
最
初
に
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の

た
た
か
い
の
現
段
階
」
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
佐
藤
組
織
研
修
担

当
部
長
か
ら
報
告
を
受
け
、
次
に
各
単
組
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
報
告
が

行
わ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
た
た
か
い
等
に
つ
い
て
各
単
組
Ｏ
Ｂ
会

か
ら
も
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
活
発
な
議
論
と
な
っ
た
。

　

別
室
に
場
所
を
移
し
懇
親
会
を
行
い
、
来
年
の
幹
事
会
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
奮
闘
を
誓
い
合
い
拡
大
幹
事
会
は
終
了
し
た
。

ＪＲ総連通信No.1324　ホームページに掲載

役員体制
議 長 野上 猛司（ＪＲ西労）
副 議 長 井上 寛雅（ＪＲ貨物労組）
事 務 局 長 湯谷 邦彦（ＪＲ西労）
常 任 委 員 沼田 公男（ＪＲ西労） 前原 浩治（ＪＲ西労）

角南 亘流（ＪＲ西労） 石原 健年（ＪＲ貨物労組）
西田 茂（ＪＲ西労） 松田 育典（ＪＲ西労）
上野 圭助（ＪＲ西労）盛重 耕二（ＪＲ西労）
金子 眞一（ＪＲ西労）
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ＪＲ総連北陸地協第２３回定期委員会を開催！

安倍「壊憲」に立ち向かおう！～ＪＲ総連中国地協第３２回定期委員会～

　

Ｊ
Ｒ
総
連
北
陸
地
協
は
９
月
27
日
、
上
越
市
レ
イ
ン
ボ
ー
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
第
23
回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
中
田
議
長
か
ら
、
①
参
議
院
選
挙
結
果
に
お
け
る
憲
法

改
悪
に
抗
す
る
た
た
か
い
の
必
要
性
、
②
多
発
す
る
自
然
災
害
と

復
旧
後
の
鉄
道
利
用
の
あ
り
方
、
③
各
社
が
矢
継
ぎ
早
に
進
め
る

生
産
性
向
上
施
策
に
お
け
る
労
働
組
合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

重
要
性
、
に
つ
い
て
挨
拶
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連
・
柳
書
記
長
か
ら
は
、
今
後
の
春
闘
に

お
け
る
課
題
や「
従
業
員
代
表
制
」の
問
題
点
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
た
。

　

質
疑
で
は
、
７
名
の
委
員
か
ら
職
場
に
お
け
る
課
題
克
服
の
た
た

か
い
や
安
全
・
健
康
・
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

今
定
期
委
員
会
で
、
中
田
議
長
が
退
任
し
、
新
た
に
松
尾
新
議

長
が
選
出
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
総
連
北
陸
地
協
は
強
固
な
団
結
と
連
帯
を
基
礎

に
し
て
、
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
を
守
り
、
安
心
し
て
働
き
、
暮

ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
た
た
か
い
抜
く
こ
と
を
全
体
で
確
認

し
た
。

（
Ｊ
Ｒ
総
連
北
陸
地
協
よ
り
）

　
Ｊ
Ｒ
総
連
中
国
地
協
は
９
月
28
日
、
第
32
回
定
期
委
員
会
を
岡
山
市
で
開
催
し
た
。
寺

本
議
長
は
、
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
で
の
奮
闘
や
、
原
水
禁
や
自
衛
隊
基
地
反
対
の
闘
い

な
ど
、
１
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
国
民
投
票
法
を
見
据
え
、
共
闘
を
広
げ
て
改
憲
阻

止
を
め
ざ
そ
う
と
挨
拶
し
た
。

　

来
賓
に
は
地
元
連
合
を
は
じ
め
Ｊ
Ｒ
総
連
議
員
団
幹
事
の
矢
田
議
員
や
単
組
推
薦
議

員
、
市
民
団
体
、
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
田
城
副
委
員
長
が
駆
け
付
け
た
。

　

議
事
で
は
、
中
国
地
方
の
米
海
兵
隊
岩
国
基
地
の
増
強
、
自
衛
隊
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア

シ
ョ
ア
」
や
「
宇
宙
監
視
レ
ー
ダ
ー
」
導
入
な
ど
の
現
情
勢
を
再
認
識
し
た
。
ま
た
、
吉

備
線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
宇
部
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
化
構
想
な
ど
ロ
ー
カ
ル
線
の
課
題
、
貨
物
輸
送
の
政
策

課
題
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
新
人
事
賃
金
制
度
検
証
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
の
再
見
直
し
の
動

き
な
ど
労
働
条
件
の
課
題
を
確
認
し
た
。
そ
の
う
え
で
当
面
、
憲
法
改
悪
に
反
対
す
る
闘

い
を
最
優
先
で
創
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

二
部
で
は
、
連
合
岡
山
元
会
長
の
森
本
榮
氏
か
ら
「
こ
の
国
の
政
治
の
行
方
と
私
た
ち

の
任
務
～
参
院
選
後
の
動
向
を
ど
う
と
ら
え
、
ど
う
立
ち
向
か
う
べ
き
か
」
と
題
し
て
講

演
。
改
憲
の
動
向
や
社
会
情
勢
、「
北
朝
鮮
」・
日
韓
問
題
の
真
相
を
暴
き
「
真
実
は
ウ
ソ

に
勝
つ
、
知
は
権
力
に
勝
つ
、
主
権
者
の
意
思
は
権
力
者
の
専
横
に
勝
つ
、
自
信
を
持
っ

て
ウ
ソ
つ
き
安
倍
政
権
に
立
ち
向
か
お
う
」
と
「
壊
憲
阻
止
」
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

（
Ｊ
Ｒ
総
連
中
国
地
協
よ
り
）

役員体制
議 長 松尾 崇史（ＪＲ貨物労組）
副 議 長 下村 達哉（ＪＲ西労）

吉川 　博（ＪＲ貨物労組）
事 務 局 長 関根 利秋（ＪＲ東労組）
幹 事 横山 一以（ＪＲ東労組）

嶺蔭 裕幸（ＪＲ西労）
山口 大介（ＪＲ貨物労組）

役員体制
議 長 野上 猛司（ＪＲ西労）
副 議 長 井上 寛雅（ＪＲ貨物労組）
事 務 局 長 湯谷 邦彦（ＪＲ西労）
常 任 委 員 沼田 公男（ＪＲ西労） 前原 浩治（ＪＲ西労）

角南 亘流（ＪＲ西労） 石原 健年（ＪＲ貨物労組）
西田 　茂（ＪＲ西労） 松田 育典（ＪＲ西労）
上野 圭助（ＪＲ西労）盛重 耕二（ＪＲ西労）
金子 眞一（ＪＲ西労）
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 交運労協第３５回定期総会でＪＲ北海道への新たな支援などを訴える！

 交運労協「政府予算概算要求」の意見交換に参加！

　

交
運
労
協
は
10
月
３
日
、
全
日
通
霞
が
関
ビ
ル
に
お
い
て
第
35
回
定
期
総
会
を
開
催

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
住
野
議
長
は
「
自
然
災
害
が
多
発
し
、
激
甚
化
し
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
が
問
題
で
あ
る
」「
７
月
に
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
皆
さ
ん
の
ご
支
援
で
、

５
名
を
推
薦
し
３
名
当
選
、
政
策
推
進
議
員
墾
か
ら
１
名
の
当
選
を
勝
ち
取
っ
た
。
し

か
し
、
低
い
投
票
率
で
安
倍
政
権
に
く
さ
び
を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
年
収

３
０
０
万
以
下
の
労
働
者
は
４
割
で
あ
り
、
野
党
の
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
共
感
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
格
差
が
拡
大
し
温
か
み
の
あ
る
政
治
が
求
め
ら
れ
る
。
政
策
要
求

の
実
現
に
向
け
て
議
員
墾
の
拡
大
が
必
要
。働
き
方
改
革
が
施
行
さ
れ
る
が
人
手
不
足
、

低
賃
金
、
長
時
間
労
働
の
改
善
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

議
事
で
は
、
２
０
１
９
年
活
動
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、
２
０
２
０
年
活
動
方
針
及

び
予
算
案
が
提
案
さ
れ
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

質
疑
で
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連・八
幡
政
策
部
長
が
、
①
自
然
災
害
の
復
旧
と
防
災
、
減
災

の
取
り
組
み
へ
の
財
政
支
援
の
拡
充
、
②
組
合
員
が
安
全
で
安
心
し
て
働
く
た
め
の
実

効
性
の
あ
る
『
働
き
方
改
革
』
の
実
現
、
③
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
２
０
２
１
年
度
以
降
の
新

た
な
支
援
の
確
定
、
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

　

新
役
員
に
は
住
野
議
長
、髙
松
事
務
局
長
が
再
任
さ
れ
新
た
な
体
制
が
選
出
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
加
盟
単
組
と
協
力
し
、
交
運
労
協
に
集
う
各
産
別
の
仲
間
と
連
携
し
、

政
策
実
現
に
向
け
奮
闘
し
て
い
く
。

　

９
月
26
日
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
よ
り
、
交
運
労
協
が
３
月

に
お
こ
な
っ
た
「
２
０
２
０
年
度
政
府
予
算
概
算
要
求
」
に
対
す
る
回

答
が
あ
り
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

冒
頭
、
国
土
交
通
省
の
瓦
林
公
共
交
通
・
物
流
政
策
審
議
官
は
、

「
交
通
運
輸
産
業
の
発
展
に
対
し
て
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
。
担
当
部

局
に
お
い
て
十
分
に
検
討
を
行
い
、
予
算
要
求
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
が
、
今
後
も
現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
政

策
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

交
運
労
協
を
代
表
し
て
住
野
議
長
は
、「
日
頃
よ
り
交
運
労
協
の
活

動
へ
の
ご
理
解
・
ご
指
導
及
び
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
す
る
。
政
策
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
予
算
が
必
要
で
あ

る
。
労
使
間
の
取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ
り
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性

化
や
自
然
災
害
復
旧
対
策
を
は
じ
め
様
々
な
観
点
で
予
算
確
保
や
税

制
改
正
な
ど
要
請
を
し
て
い
る
。
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
政
策
推
進
の

た
め
に
来
年
度
の
予
算
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
支
援
も
お
願

い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

各
担
当
者
か
ら
の
回
答
を
受
け
た
後
、
各
構
成
組
織
か
ら
質
問

及
び
意
見
・
要
請
を
お
こ
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
を
代
表
し
て
、
淵
上

法
対
・
調
査
部
長
が
出
席
し
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
安
定
化
に
向
け

て
、
２
０
２
１
年
度
以
降
の
新
た
な
支
援
策
に
つ
い
て
も
あ
ら
た
め
て

要
請
を
お
こ
な
っ
た
。

　

ま
た
、
10
月
４
日
に
は
国
土
交
通
省
・
鉄
道
局
か
ら
、
交
運
労
協

が
お
こ
な
っ
た
要
請
に
対
す
る
回
答
が
示
さ
れ
、
意
見
交
換
を
お
こ

な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
を
代
表
し
て
八
幡
政
策
部
長
が
出
席
し
、
防
災
・

減
災
の
取
り
組
み
や
各
単
組
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
様
々
な
支
援
策
の

拡
充
に
つ
い
て
、
要
請
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

9月26日

10月4日
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Ｊ
Ｒ
総
連
は
９
月
23
～
27
日
、
台
湾
鐵
路
工
會
と
の
定
期

交
流
を
行
い
、
台
北
市
の
本
部
を
表
敬
訪
問
す
る
と
共
に
、

台
湾
鉄
路
管
理
局
長（
国
鉄
総
裁
）と
面
会
し
た
。

　

今
回
の
交
流
で
は
、
昨
年
10
月
21
日
に
発
生
し
た
宜
蘭
線

普
悠
瑪
号（
イ
ー
ラ
ン
せ
ん
プ
ユ
マ
ご
う
）脱
線
事
故
現
場
で
あ
る

「
新
馬
駅
」
を
視
察
し
、
黙
と
う
を
行
い
、
事
故
同
型
車
を
保
守
す

る
富
岡
車
両
基
地
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

張
理
事
長
は
歓
迎
の
挨
拶
で
「
昨
年
12
月
の
訪
日
時
、
Ｊ
Ｒ
総
連

の
事
故
に
対
す
る
姿
勢
に
学
び
実
践
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
速
報
と
い
う
形
で
報
告
す
る
。
現
在
、
結
婚
手
当
に
つ
い
て

交
渉
中
で
あ
り
、
伊
東
さ
つ
き
会
館
で
の
も
て
な
し
が
忘
れ
ら
れ
な

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

訪
台
し
た
５
名
を
代
表
し
て
榎
本
委
員
長
は
「
事
故
で
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、ご
遺
族
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。

当
局
の
責
任
追
及
、
要
員
不
足
問
題
に
つ
い
て
、
組
合
員
に
拡
げ
る

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。
昨
年
の
交
流
で
安
全
問
題
、
青
年
の

組
織
化
で
議
論
し
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
20
年
の
交
流
の
積
み
重
ね

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

現
場
の
声
を
聞
き
、
事
故
現
場
を
視
察
し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、

日
本
製
造
の
事
故
車
両
は
４
個
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
う
ち
２
個
が

故
障
し
、
元
ダ
メ
管
空
気
圧
減
に
よ
り
緊
急
停
車（
非
常
ブ
レ
ー
キ

動
作
）を
４
回
繰
り
返
す
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

　

台
湾
鐵
路
工
會
は
、
事
故
原
因
究
明
に
向
け
て
事
故
調
査
委
員
会

に
積
極
的
に
対
応
す
る
と
共
に
、
①
安
全
改
革
、
②
部
品
の
国
産
化
、

③
人
材
確
保
の
た
め
の
福
利
厚
生
の
強
化
、
④
青
年
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
は
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
平
和
を
求
め
て
国
際
連
帯
を
深

め
て
い
く
。

　ＪＲ総連・各単組の賛助
団体である鉄道ファミリー
が秋募集を行っています。
　ＪＲ積立年金の新規・変
更募集やアフラックがん保
険・給与サポート保険の案
内をしています。
　10月１日～31日まで、お
近くの分会役員まで…。

あなたと家族に安心届けます。保険はまかせてください。

JR総連・各単組賛助団体

各種のお問い合わせは、
パソコン・スマホから
可能ですので、ご利用を
お待ちしております。

㈱鉄道ファミリー 検索
〒141-0031
東京都品川区西五反田3-2-13 目黒さつきビル404
TEL 03-3490-3862　 FAX 03-3491-7198

《取扱商品》
▲ 自動車保険・火災保険
ゴルファー保険・サークル保険

▲ がん保険・医療保険
給与サポート保険

▲ ＪＲ積立年金
▲ 健康食品・自然食品・カレンダー

台湾鐵路工會との定期交流で脱線事故現場で黙とうを捧げる！

鉄道ファミリー「2019年秋募集」開始！ お近くの役員にご相談を

事故現場の新馬駅

富岡車両基地

主な日程
9月 23日 本部表敬、歓迎会
9 月 24日 富岡車両基地見学（10･21 事故当該台車等）
9 月 25日 10･21 事故現場（新馬駅）視察、黙とう
9 月 26日 花蓮機関区見学、台湾鉄路管理局長（国鉄総裁）と面会
9 月 27日 台北市内見学、帰国

ＪＲ積立年金　５つの特徴
１）

２）

３）

４）

５）

ＪＲ総連のスケールメリットが生かされた制度で
す。
事務手数料が低く抑えられています。
若い方はもちろん、すべての組合員のための制度
です。
老後の備えのほか積立金の範囲内で払い出しがで
きます。また所定の事由に該当した場合、途中で
の解約も可能です。
便利な支払方法があります。
掛金は「月払」、「半年払」のほか、余裕資金を

「一時払」とすることができます。
制度の範囲内で、自由に掛金を決められます。
無理なく積み立てることができ、途中での増口・
減口も可能です。
また、長く積み立てることで、年金資源を増やす
ことができます。
自由な年金選択コースがあります。
年金は、10年確定年金・15年確定年金・15年保証
期間付終身年金・15年保証夫婦連生終身年金の4
種類の中から選択できます。（60歳以降の繰延受
給も選択できます。）
もちろん、年金に代えて一時金での受け取りもで
きます。


